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映画『パンドラの約束』特別インタビュー  

なぜ環境保護派が原子力を支持するのか 

ロバート・ストーン（映画監督） 

2013年 08月 28日（Wed）  WEDGE編集部 

――福島の事故をどう見ていますか。 

 「パンドラの約束」の製作中、私は福島の避難指示区域を訪れ、自分自身の目で、そこで何が

起きたのかを確認しました。気候崩壊を防ぐ取り組みに必須なエレメントとして、原子力エネルギ

ーを支持する立場のひとりとして、福島を訪ねることは、ひどく心がかき乱される思いでした。端的

に言って、福島原発事故は決して起こってはならないことでした。また、事故を引き起こした人為ミ

ス、すなわち不十分な防波堤と海抜の低い位置に非常用の発電機を設置していたことに対する

説明や謝罪はみられません。 

ロバート・ストーン監督 （（c）フィルムヴォイス、以下同） 

 日本各地の原子炉は、千年に一度という最強レベルの地震の中でも特段問題ありませんでし

た。一歩前に進み、このことが思い出されなければなりません。 

 福島の発電所だけが唯一、津波によって破壊された後に、惨事に見舞われました。WHO（世界

保健機構）と UNSCEAR（原子放射線の影響に関する国連科学委員会）は原爆が投下された広

島と長崎で生き残った人々の健康状態を、およそ 70 年に亘り調査し、福島での放射線放出によ

る被曝によって健康上の悪影響を受けた人はおらず、また今後についても、何らかの健康被害が

認められることは非常に考えにくいと結論付けました。 
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 反核グループは、当然これらの見識に異議を唱えるでしょう。なぜなら、彼らがこれまで 40 年間

作り上げてきた、「核関連の事故がもし起きれば、この世の終わりのような大惨事となる」という説

を否定することになるからです。 

 この主張こそ、彼らが原子力エネルギーに反対する所以であり、彼らは決してその主張と矛盾

する科学的な証拠を受け入れません。彼らは、その政治目的を達成するため、民衆が原子力エ

ネルギーを恐れるよう仕向ける必要があります。日本国民の多くは、ほんの少しであっても放射線

量が上がることを恐れており、それは彼らの思うつぼです。 

 私は、避難指示区域のすぐ外にある街を訪れましたが、そこの親たちは子供たちが屋外で遊ぶ

ことを許しませんでした。断じて、です。放射線量は、世界の多くの地域の元々の放射線量より低

い数値でした。しかし親たちは、反核の人々やメディアから得た情報で子供たちの健康を慮り、放

射線を恐れていました。 

苦しんでいるのは誰でしょうか？ 二度と外で遊べないかわいそうな子供たちや、（多くの場合、必

要以上に）ふるさとに戻ることを恐れている家族たちです。 

 反核グループは、チェルノブイリについても同様の主張を展開しました。100 万人以上の人々が

悲劇的な災害のために命を奪われた、と言い募ったのです。国連によって行われた最高レベルの

疫学的研究が、チェルノブイリ原発事故が直接の原因で亡くなったのは、長い年月を経た後の今

日でさえも、たった 56 人であったと指摘しているにもかかわらずです！ これは異常なことですが、

真実として起きていることでもあるのです。 

 放射線は、極めて弱い発がん物質であることが分かっています。身体へのダメージを与えるには、

かなり高い線量─福島の避難指示区域内で認められる線量よりはるかに高い─を要します。

我々は、福島の避難指示区域内とその周辺で測定しました。そこの放射線量が、基準より高めで

あることは疑う余地のないことです。私は、持ってきた線量計で、自分自身の目で確認しました。

信じがたいことかもしれませんが、わずかな数のホットスポットを除けば、その線量は人が身をさら

しても健康を脅やかすレベルにはありません。放射線量のレベルは、重要な論点です。リンゴにさ

えもシアン化物が含まれていますが、含有量は低く、人体には無害です。  

 メディアは、恐怖心を煽ることで人々の注目を集め、視聴率をたたき出し、繁盛しています。何か

が、「実はそれほど危険でない」と伝えることは、ニュースではないのです。悲しいことに、日本の原

子力発電の所管当局は国民の信頼を失っており、人々が最悪の事態を信じる傾向にあることが

見て取れます。これは 2011年 3月の、日本の難局における、特に東京電力のリーダーシップの大

いなる失敗だといえます。 
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 文部科学省や資源エネルギー庁は、国民の信頼を回復する必要があります。彼らは、調査結

果の科学的な裏づけを国民に説明するとともに、良いニュースと悪いニュースの双方を、誠実に

開示していく必要があります。それによってのみ、彼らは信頼を取り戻し、恐怖心を煽る輩を駆逐

することができるのです。 

――日本では、環境保護派、リベラル派の多くは原子力反対です。なぜ監督は原子力推進に転

換されたのですか？ 

燃料再利用型の原子炉を推奨するチャールズ・ティル氏 

 再生可能エネルギーが、それ単独では決して化石燃料に代わることができず、化石燃料を燃や

し続けることが我々を恐ろしいスピードで気候崩壊へと向かわせていることに気づいたとき、私は

原子力エネルギーについて考えを変えました。 

 この気づきは、私たちに、これまでと異なる視点をもたらしました。私たちは、気づかされた危機

感の本質を、環境的な見地から調査することにしました。 

もし、本当に正確な視点から、精査され公表された科学的事実を見るならば、生産効率の点で原

子力が風力の次に安全なエネルギー生産方式であることに気がつくはずです。また、放射性廃棄

物の問題についても、むしろ単純な技術的解決方法があり、我々が既に、構造上、物理的にメル

トダウンが不可能な、先進的な原子炉の設計手法を知っていることもわかるでしょう。  

 私は日本の人々に、世界最高の、最新鋭の原子炉─ゆるぎない安全性を備え、モジュール式

の原子炉を有し、排出した廃棄物を自ら処理することができるような─を開発するために、その特

筆すべき技術力を発揮することを勧めたい。 

 それこそが、福島で起きてしまった悲劇の遺産を正面から受け止め、日本経済を蘇らせるため

に、また気候変動を抑止する取り組みにおいて日本が国際的なリーダーシップを発揮していくた

めに最善の方法なのではないかと思うのです。 
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――日本の反原発派は、福島の事故による汚染、そして高レベル廃棄物のことを考えれば、原

子力はクリーンでもなく、安価でもない。経済発展のために、そんな危険なものを子孫に残しては

ならない、と言います。どう思いますか？ 

環境保護主義者のマークライナス氏（右）も原子力推進へ「転向」した 

 世界中では、およそ 440 の原子力発電所が稼動しています。我々はおよそ 50 年の間、商業用

の原子力を保持してきました。その間に、世界では 3 回の原子力事故が起こりました。スリーマイ

ル島、チェルノブイリと福島です。国連の最も信頼できる科学的見識によると、人の死や放射能に

よる発病が起こったとされている唯一の事故はチェルノブイリです。設計が不完全なソビエト連邦

時代のプルトニウム施設で、正気の沙汰とは思えない判断によって突然引き起こされた奇妙な事

故です。つまり、概して原子力には、稼動から 30 年以上が経過した原子炉においてさえも、むしろ

注目に値するほどの安全な稼動実績があるのです。 

 放射性廃棄物の問題は、重大なものではありません。放射性廃棄物の量は少なく、そして、化

石燃料の排出物とは異なり、それは全て貯蔵され、所在が確認できます（管理できます）。この放

射性廃棄物が数千年の間も放射性を保持する間、それらは次世代原子炉の燃料としてリサイク

ルされ、再利用することができます。この再利用のプロセスが完全に終わった後に残される廃棄

物は、たった 200～300 年の間放射性を有するだけです。 

 つまり、これはまったく技術的な課題でも、道徳上の問題でもありません。単に政治の問題なの

です。もし、あなたが将来の世代の幸福や健康を気にかけるならば、あなたの一番の懸案は、可

及的速やかに二酸化炭素の排出を減らすことでなくてはなりません。二酸化炭素は、我々が子孫

へ残している有害な遺産です。それに比べ、放射性廃棄物はとるに足らず、簡単に処理できるの

です。 

――ビル・ゲイツ氏が資金を出している次世代原子炉など、イノベーションで原子力はより安全に

なるでしょう。しかし、反原発派は必ず事故は起こる、人類は核エネルギーを制御できないと言い

ます。 
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人生のほとんどを環境保護運動に費やしてきたスチュアートブランド氏も「転向」組 

 我々は、激動する技術革新の中を生きていますが、それは核テクノロジーにも影響を与えてきま

した。しかし、核反対を謳う活動家たちは、1960 年代（福島原発が作られた時代）に開発された原

子炉技術のみに言及し、それ以降に築き上げられてきた相当な進化については無視します。確か

に、それら進化した技術は、今日ようやく商業化（実用化）されはじめたばかりではありますが…。  

 事故が絶対に起こらないと言うことはできません。しかし、仮に事故が起こり、もしその事故が福

島第一原発のような、古い 60 年代の原子炉で起こったものだとしても、その結果が、反核活動家

たちが声高に叫ぶ大惨劇ではないことははっきりしています。身の安全を確保するためにふるさと

を離れた人々にとっては、事故はとても恐ろしい状況です。 

 しかし、我々はリスクに対して現実的な見方をする必要があります。現代文明の利器（＝原子力

発電）を推進することには、リスクがついて回ります。しかし、化石燃料を使うことのリスクは、先進

の原子力エネルギーに頼ることで生じるリスクをはるかに上回ります。化石燃料による汚染によっ

て、毎年 300万人が亡くなっていると推定されます。毎年です。それに比べ、商業用の原子力によ

る死者として確認されているのはたった 56人のみであり、そしてその全ては（設計に欠陥のある施

設で異常な判断ミスのあった）チェルノブイリで起きたものです。 

――米国ではシェールガス革命が起きていますね。原子力より化石燃料に風が吹いているように

見えますが。 

 私には日本の状況は分かりません。しかし、気候変動の問題については、世界中の大変多くの

若者たちが高い関心を寄せています。気候変動の結果は、年を追うごとにより明確にあらわれて

きています。アメリカにおいて、ガスが潤沢にある安い燃料であろうことは確かですし、それが原子

力を含むエネルギー源のあらゆる選択肢に、とって変わろうとしつつあることも事実です。  

 私は、それほど遠くない将来、アメリカは中国から先進のモジュール型原子炉を購入するのでは

ないかと思っています。そして日本もまた、同じことをするのではないでしょうか。  

――太陽光や風力など再生可能エネルギーに頼ることはできませんか。  
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 風力と太陽光は、エネルギーミックスに重要な役割を果たしており、場所によっては他の技術よ

り、これらの発電方法に適している地域もあります。しかし、問題の鍵は、それらが化石燃料に代

わることができる地点まで来ているかどうか、単純には測ることができないという点です。原子力と

は異なり、再生可能エネルギーを使用するために電気システムをネットワーク化するとなると、化

石燃料に置き換えて使えるレベルで実用化し、運用していくためには、エネルギーインフラ全体の

完全な再構築が必要になります。これは莫大な投資であり、実際に実行に踏み切った国はまだあ

りません。 

 また、再生可能エネルギー源（風や日光など）の確保が確実でない時のためのバックアップとし

て、我々は旧来の化石燃料インフラを引き続き維持していく必要もあります。これらは、再生可能

エネルギーが実際に化石燃料にとって代わるのを妨げている深刻な問題であり、すぐには解決し

そうもありません。他の国にも増して風力と太陽光に多く投資（20 年間、数千億）したドイツでさえ

も、今日の電力供給源の割合は太陽光が 5％、風力が 7％という状況です。彼らはまだ石炭の生

産能力も拡大させており、原子力発電所を廃炉にするという判断のおかげで、彼らの二酸化炭素

排出量は実際に増えています（日本もそうであるように）。 

 風力と太陽光は、かつては大規模に発展しましたが、相当な数の反対意見にも直面しています。

風力と太陽光で、全ての電力を供給できるため、原子力は必要ないという議論は危険な絵空事

です。もしその説が真実ならば、数多くの良識ある人々が原子力発電を発展させ、支持しようとす

る必要はまったくないはずです。 

 私は、個人的な利益関心のために、原子力推進を唱えているわけではありませんし、原子力そ

れ自体には関心がありません。私が原子力を推進しようと思うのは、それが、死や疾病を引き起

こし、海の水を酸性に傾かせ、気候が制御できないほど乱れ始めている原因である、化石燃料の

使用を締め出す唯一の手段であると気づいたからに他なりません。 

 この数十年に亘り、反核の活動家たちによって提示されてきたあらゆる定説や神話にかかわら

ず、原子力ははるかに優れた選択肢です。60 年代に作られた原子炉が、未曾有の規模の津波

によって流されたことで起きた、今回の恐ろしい（そして、防ぐことができたはずの）一回の事故を

理由に、完全に原子力エネルギーを断念してしまうのはナンセンスです。  

 日本は、地球上で最も洗練された最新技術でもって、現在の原子力施設を取り替えることに投

資するべきです。このことは、日本のエネルギー供給の自活を維持し、全く新しい輸出産業を発展

させ、世界中の羨望を日本に集めるでしょう。 
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 今日の状況のように、化石燃料に立ち返る一方で、エネルギーの自活を決してもたらさない再

生可能エネルギー施策に浪費し続けるのはとんでもない大間違いである。私はそう考えていま

す。 

ロバート・ストーン監督  

1958 年イギリス生まれ、ニューヨーク在住。初監督作『ラジオ・ビキニ』（1987 年）がアカデミー賞長編記録

映画賞にノミネートされ高い評価を得る。その後、ディレクター、作家、編集者、カメラマンと幅広く活躍する

傍ら、アメリカ史、大衆文化、マスメディアや環境問題などのテーマを独自の視点で鋭く切り取る作品を意

欲的に制作。最新作『パンドラの約束』は 2013 年のサンダンス映画祭で上映され注目を集めた。6 月 12

日より全米で公開。人生のほとんどを反核に捧げてきたにもかかわらず、考えを 180 度変え、原子力推進

を訴え始めた著名な科学者や環境保護運動家、ジャーナリストらに主張の機会を与えている。  

映画『パンドラの約束』 

ロバート・ストーン監督  10 月来日予定  

問い合わせ先：フィルムヴォイス（株）  

03-5226-0168 担当：山森  

 

 


